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０１　趣旨・目的

　本調査は、アーティスト・イン・レジデ
ンス（アーティストが一定期間特定の地域
に滞在し、その土地の文化や環境と関わり
ながら作品制作やリサーチを行う活動）の
実現に向けた準備として実施した。今回の
調査では、滞在先の環境や制作条件を確認
するとともに、本学美術科とKKV Grafik 
Malmöとの国際交流を深めるための具体的
な協力体制を構築することを目的としてい
る。この活動は、創作活動を通じて新たな
表現や視点を発見し、地域とアーティスト、
さらには教育機関との持続的なつながりを
生み出すための基盤を築くものとなる。特
に「グラフィックアートコース」に関連す
る「アーティストブック」をテーマに据え
た機関や活動の調査に重点を置いている。
　欧米において、特にパリはアートや出版
文化が非常に豊かであり、アーティスト
ブックに関連するギャラリーや専門書店が
数多く存在し、国際的なフェアも盛んであ
ることが知られている。また、ベルリンや
ライプツィヒは印刷技術やブックアート分
野において名高く、多くのアーティストや
印刷技術者がアーティストブックを制作・
展示している。これらの地域ではブック
フェアや展示会が活発に行われ、国内外の
ネットワークが強化されている点も注目さ
れていた。
　本調査で着目した北欧におけるアーティ

ストブックの活動も、近年非常に活発であ
り、独自の文化的背景や社会的な課題を反
映した作品が数多く生み出されている情
報を得ていた。一般的な出版物とは違い、
アーティストブックがコミュニケーション
ツールとしての役割を果たし、環境問題や
社会問題をテーマとした作品が多いことが
特徴として見られる。さらに、北欧のアー
ティストブックにはデザインとの密接な結
びつきが見られる。北欧デザイン哲学に基
づき、シンプルかつ洗練された表現を取り
入れた作品が多く、装飾を最小限に抑えつ
つ、紙の質感やレイアウト、色彩の工夫に
より、視覚的な美しさと機能性を両立させ
ていることが注目される。このように、北
欧のアーティストブックにはミニマリズム
と機能美を兼ね備えた独自の特徴が表現さ
れている。
　北欧においては、デザインとアートの要
素を併せ持つような領域があり、アーティ
ストブックもその例外ではない。グラ
フィックアート、タイポグラフィ、ブック
バインディングの技法が相互に融合した作
品が多く見られ、視覚と触覚の両面を活用
した表現が見られる。デザイナーがアー
ティストブックの制作に関与することも一
般的であり、その結果として多様で実験的
な表現が可能となっている。このような制
作環境において、北欧のアーティストブッ
クは従来の枠組みを超えた創造性を発揮し
ているといえる。また、デザインを通じて
社会的問題を提起することが重視されてお
り、環境問題やジェンダー平等といった
テーマを取り扱う事例が多い。こうした
テーマに対する取り組みは、アーティスト
ブックを一種のメッセージ媒体として位置
づけ、社会問題の解決や認識向上に寄与す
るものとしての役割を果たしている。その
中には、視覚的インパクトやシンプルかつ
直感的な表現を通じて、複雑なメッセージ
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を効果的に伝える手法がとられ、社会に対
するアートの力を示す象徴的な存在となっ
ている。

　スウェーデン・マルメ地域でも、戦後の
文化政策の一環として建築やデザインに対
する支援の制度化が進んでおり、政府に
よってアートとデザインは文化活動である
という位置づけがなされている。1960年代
に展開した「スタジオ・クラフト」運動は、
工芸の自律、産業デザインの多元化といっ
た流れをつくった。1990年代の不況から公
的資金は削減を辿っているが、芸術・デザ
インにはよりいっそう力が注がれている。
この背景の中で、コンストナーレルナス・
コレクティーヴァ・ヴェルクスタッド・ 
グラフィック・マルメ（KKV Grafik Malmö）
は、アーティストがグラフィックの制作や
プロジェクトを開発できる施設とスタッフ
の環境を備えており、地域のクリエイティ
ブ活動を支える重要な拠点として注目され
ている。

　今回の調査では、本学との交流・交換レ
ジデンスの機会を創出する目的で、KKV 
Grafik Malmöの可能性を探求することも
含まれている。特に、多文化的な都市とし
てのマルメの環境は、アーティストが異な
る文化や価値観に触れることで新たな視点
を生み出す契機となり、制作活動にも反映
されることが期待される。このような場
での国際的な活動や特徴を踏まえ、本学の
アーティスト・イン・レジデンス事業の方
向性を示唆する重要な資料として活用され
ることが期待される。

０２　地域性

02_01北欧のグラフィックアート

　北欧の国々、具体的にはスウェーデン、
ノルウェー、フィンランド、デンマーク、
アイスランドは、それぞれが独自の文化的
背景とアイデンティティを持ち、その特徴
はグラフィックアートにも色濃く反映され
ている。これらの国々に共通する点は、視
覚的な美しさとともに、社会や環境に対す
る深い洞察が込められているところであ
り、グラフィックアートは単なる装飾では
なく、日常生活に密接に関連したメッセー
ジを発信する手段として機能している。
　フィンランドでは、シンプルで機能的な
デザインが重視され、わかりやすいところ
では「マリメッコ」スタイルやムーミンと
いったキャラクターアートが象徴的であ
る。これらの表現は、無駄を削ぎ落とした
ミニマリズムに基づいており、色数を抑え
た淡い配色が特徴的で、質感のあるナチュ
ラルな素材が多く使用されている。これに
より、視覚的にインパクトがありながらも、
落ち着いた美しさを持つ作品が生み出され
ている。デンマークにおいては、北欧特有
の美学と都市的デザインの融合が特徴的で
あり、その洗練された表現は、現代的で

「formed design center（フォルムデザインセンター）」
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スタイリッシュなデザインアプローチがあ
り、自然環境との調和を重視しつつ、都市
生活における機能性や簡潔さを視覚的に具
現化している。これらの作品は、ミニマリ
ズムの哲学を体現しつつ、洗練された色彩
やレイアウトの中に、持続可能性や自然と
の共生という価値観が織り込まれている。
　北欧のグラフィックアートにおける特徴
的な要素は、自然への敬意を示す点である。
作品には森林や湖、動物、植物といった自
然のモチーフが頻繁に取り入れられ、自然
景観や季節の変化を反映したデザインも多
く見られる。また、持続可能性というテー
マが重要視されており、環境問題やジェン
ダー平等、多様性の尊重といった社会的課
題がアートを通じて表現されることも少な
くない。これらのテーマは、公共空間で展
示されることもあり、社会問題に対する意
識を広める役割を果たしている。

　さらに、北欧のデザインでは、その機能
性にも特徴がある。視覚的な美しさだけで
なく、実生活で活用できるデザインが重視
されており、ポスターやロゴ、インフォグ
ラフィックスなど、情報伝達の手段として
も優れた効果が見られる。また、デジタル
技術の導入が進み、インタラクティブなデ
ザインやアニメーションといったデジタル
アートも多く展開されている一方、伝統的
な木版画や手書きのエレメントが取り入れ
られることで、温かみのある作品が生み出

され、デジタルと手工芸の融合が見られる
点も、北欧デザインの大きな特徴である。
総じて、北欧のグラフィックアートは、そ
の美的価値だけでなく、社会的・環境的な
メッセージを伝える手段としても強い影響
力を持っており、視覚的なインパクトと同
時に、私たちが生きる世界に対する深い洞
察や提案を行うアートとして評価される。

02_02スウェーデン／マルメ

　マルメはスウェーデン国内でも特に多文
化が集まる都市であり、その住民の40％以
上が外国にルーツを持つ状況がある。アー
トやデザインにもその多様な文化的影響が
表れ、街全体が異なるバックグラウンドを
持つ人々で構成されているため、異文化交
流がアートプロジェクトにも反映され、ダ
イナミックな文化的融合が生み出されてい
る。
　

この多様性が、マルメのアートシーンに独
特の創造性を形成して、エリア全体に独特
のエネルギーを生み出しており、アートや
ファッション、音楽、料理などに反映され、
モレヴァンストルゲット広場では、多国籍
な食品や製品のある風景が並び、このエリ
アを象徴するスポットとなっている。その
背景には、1990年代初頭の経済危機後、オー
レスン・リンクの開通により、コペンハー
ゲンとマルメを中心とする約370万人の人
口を擁する広域経済圏が形成されたことに

「formed design center（フォルムデザインセンター）」 「Malmö Konsthall（マルメ・コンストホール）」
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より、マルメは工業都市から知識集約型産
業の中心地へと転換し、新たな住民や企業
を惹きつけることに成功している。

　市街地では「Malmö Konsthall（マルメ・
コ ン ス ト ホ ー ル ）」 や「formed design 
center(フォルムデザインセンター )」など
のギャラリーがあり、若手アーティストや
独立系デザイナーの拠点となって、地元の
才能を発表するだけでなく、国際的なアー
ティストの展示も頻繁に行われ、アーティ
ストたちはここで制作や展示を行い、自由
に交流している。街中にアートを取り入れ、
公共空間を活用したアートプロジェクトを
推進し、ストリートアートやグラフィティ
アートも見られ、地元および国際的なアー
ティストによるさまざまなストリートアー
トが描かれている。

　現在のマルメは、工業中心の経済から知
識を重視する産業へと転換を図り、文化や
芸術を都市再生の重要な柱とし、この取り

組みの中で、アーティストが利用できる共
同ワークスペースを整備し、国際的な芸術
都市を目指して施設づくりを進めていた。
教育と芸術の融合では、マルメ大学の設立
などがアーティストの育成や支援にも影響
を与えた。そして施設の活用では、マルメ
には多くの歴史的建造物や産業遺産が残さ
れており、こうした建物をアートスペース
として再利用するとところも多く見られ
る。産業構造の変化に伴い、文化と知識の
中心地として自らを再定義する努力を進め
た都市である。

「Malmö Konsthall（マルメ・コンストホール）」

「Moderna Museet Malmö（マルメ近代美術館）」
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０３　KKV Grafik Malmö概要

（コンストナーレルナス・コレクティー

ヴァ・ヴェルクスタッド・グラフィック・

マルメ）

　KKV Grafik Malmö （以下 KKV）、
Konstnärernas（ コンストナーレルナス）
は「芸術家たちの」という意味であり、

「 k o n s t n ä r 」 は「 芸 術 家 」 を 指 し、
Kollektiva（コレクティーヴァ）は「集団
的な」「共同の」という意味、Verkstad

（ヴェルクスタッド）は「工房」「作業場」
「ワークショップ」を意味しており、芸術
家たちの共同工房」や「芸術家のための
共同ワークショップ」という意味になる。
1984年に設立された非営利団体で、スカー
ネ地域およびマルメ市の支援を受けて運営
されている。地域の芸術家や印刷技術に関
心のある専門家に対して、印刷技術を用い
た作品制作のための設備と作業スペースを
提供することを目的とし、アーティスト
がグラフィックのアイデアやプロジェク
トを開発して、実験できる設備の整った
ワークショップ＝工房として紹介されて
おり、現在、約130名の会員が所属してい
る。所在地はマルメのダラプラン近くの
Västmanlandsgatan ３にあり、住宅や商
業施設が混在するエリア。この近辺は、多
様なバックグラウンドを持つ住民が住んで
おり、国際的で活気のあるコミュニティが
見られる。エスニックなレストランやマー
ケットも多くある地域で多文化的な雰囲気
が感じられた。建物内はリノベーションさ
れ、ビジネスや商業活動があつまり、多く
の企業やスタートアップが集まっている建
物内の一部に設置されている。

　281平米の工房は明るく開放的。インタ
リオ印刷、グラビア印刷、シルクスクリー
ン印刷、リトグラフ、活版印刷の設備があ
り、手製本設備も備えていた。KKVはアー
ティストインレジデンスにも取り組んで
おり、レジデンス先にアメリカ「Womens 
Studio Workshop」とドイツ「クンストラー
ハウス・ルーカス」への派遣先を持ってい
る。日本との交流も2016年より2年ごとに
名古屋芸術大学との交流プログラムを開始
していた。レジデンス参加には、アーティ
ストとしての実績やポートフォリオが求め
られ、特に版画やグラフィックアートに関
心があることが重要である。基本レベル以
上の版画や印刷技術に関する知識や経験が
必要。数週間から数ヶ月の滞在が可能で、
アーティストはその期間中に滞在し、個別
の制作室と24時間スタジオアクセスを許さ
れる。他のアーティストと制作活動を行う
ことができる柔軟性とスタッフとの交流を
円滑に進めるために、英語やスウェーデン
語でのコミュニケーション能力があること
が望ましい。この交流プログラムによって、
地域のアーティストは国際的な視野を広げ
ることができ、国内外のアーティストとの
交流を促進することを積極的に取り組んで
いるところである。

「KKV Grafik Malmöエントランス」
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０４　施設環境調査

　KKVにおける施設、機器の紹介は公式サ
イトにて概ね確認は出来ていた。とは言え、
実際の使用感は日本の機器とは異なる点も当
然予想される。現地での調査においては、本
学グラフィックアートコースでの主力技法で
あるインタリオ技法及びシルクスクリーン技
法に絞ることにした。インタリオ技法は腐食
銅版に関わる手法、ハードグランド・ソフト
グランドエッチングを用いることにした。シ
ルクスクリーン技法では、写真製版を主とし
て、デジタルデータの出力の再現性の確認を
主として、それぞれの材料を持ち込み、現在、
グラフィックアートコースで培われている技
術や取り組みとの共通点や相互性に注目し、
それらをいかに活用・応用できるかを重視す
ることとした。
　現地での調査に先立ち、KKVで配備さ
れた描画ツール及び材料を問い合わせした
ところ、詳細な状況をつかむことが出来な
かった。語学力不足というのもあるが、版
画制作におけるツールの多様性が挙げられ
る。版画技法における描画ツールは、アー
ティストにより、その使い勝手は多種多様
であり、日本で一般的な既製品のようで
あっても、アーティスト個々の研究や創意
工夫により創作された独自のツールを既製
品化したものも少なくない。よって当然な
がらツールの名称においても、日本とはそ
のニュアンス差が現れた。
　このような観点から、グラフィックアー
トの専門的な分野の翻訳ができること、グ
ラフィックアート及び版画の専門知識は要
求される。例えば、インタリオ技法とは、
日本ではあまり馴染みがなく、凹凸版版画
を意味するところだが、凸版の場合は主に
木版画と称し、凹版を主に銅版画と称する。
凸版の木版画は日本ではウッドカットを指
すが、北欧ではリノカット（リノリュウム

版）が多く、素材による総称使い分けが一
般的に見受けられた。KKVとの連絡間で、
調整出来なった部分に関しては、出来得る
限り日本から道具を持ち寄ることとした。
詳細に関わるところは、次に各版種による
報告を添えるとする。

04_01シルクスクリーン

　バキュームプリンターを大中小と3台有
している。それぞれのテーブルサイズは、
Lサイズ188x124cm、Mサイズ125x99cm、
Sサイズ95x83cmであった。吸着面はそれ
ぞれ一回り小さいのは一般的な製品に準ず
る。機能及び性能面は日本の物と同等。

　大きな違いは、スクリーンのアルミフ
レーム枠であった。日本で一般的な枠の
太さからすると2.5倍程太く、重量もある。
これは、ここのバキュームプリンターの
機能に仕組みがあり、枠の重量によって、
プリント時の枠の上げ下げを保つ仕組み
に関連していると思われる。この重量バ
ランスの設定は、日本のものより使いに
くさを感じたが、作品の出来上がりには
特に問題はない。
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　製版室は充分に暗室化されている。露光
機はバキュームタイプの密着機があり、
テーブルを反転させて、露光機に照射する
タイプで、部屋全体に紫外線を照射する状
況であったため、積算光量計のスイッチパ
ネルは室外からコントロールする設計に
なっていた。簡単なレクチャーを受ければ
特に使用に関しては問題なく行えた。

　感光乳剤はジアゾ感光系のものを使用し
ていた。塗布感及び感光時間も大きな違い
は感じなかった。使用したグラム数を報告
し代金を支払う。

　部屋の各所にサンプルデータの貼り紙も
あり、大いに役立った。スクリーンの洗い
場は、日本でも良く見かけるスタイルで、

高圧洗浄機とバックライトの装備がある流
し台が設置してある。この部屋には、乳剤
のバケットやプリントスキージなどを併せ
て洗浄する流し台が設置してある。KKV
のレクチャーにおいて、乳剤の塗布もこの
場で行うと説明されたが、当該施設は外光
がかなり入り込む環境にあり、乳剤の感光
性を考慮すると、適切な環境とは言い難い
状況であった。そのため、感光に対する安
全性を重視し、私は念の為、乳剤の塗布作
業を暗室で実施した。

　スクリーン枠の乾燥機は、平置き型の乾
燥機が使用されていた点も注目される。こ
のタイプの乾燥機は乳剤の塗布を均一に仕
上げる点で有利であると考えられるが、ホ
コリの付着リスクが高まる可能性が考えら
れる。一方で、日本国内で一般的な縦置き
型の乾燥機は、ホコリの付着を抑制すると
いう点で合理性を持つと推測される。これ
らの相違点はそれぞれの自然環境も関連し
ていることも考えられた構造ではないかと
思われる。
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　制作では、デジタルデータを用いた写真
製版技法に取り組んだ。版下は、OHPフィ
ルムにレーザープリントまたはインク
ジェットプリントを用いて作成したが、い
ずれの場合も本学グラフィックアートコー
スで作成される版下と比較して、黒面のイ
ンクの定着がやや劣るように見受けられ、
白場の汚れも相当付着した。しかしながら、
この差異は製版プロセスにおいて大きな影
響を及ぼすものではなく、光量や硬化プロ
セスの調整によって適切に対応可能である
ことが確認された。

　OHPフィルムは、プリントメディアが
安価なことと、容易にプリントできる点を
踏まえると、学生による授業内での利用に
ついて、導入する検討が可能と考えられる
が、プリンタの能力の対応と光源を通さな
い原稿を作成させる指導を実施しているこ
とから、その再現性は乏しく、正しい原理
を伝達するメディアとしては、一考の余地
がある。
　シルクスクリーン技法では水溶性インク
を使用してプリントを行ったが、日本で使
用されるインクと比較して、特筆すべき相
違点は見られなかった。ただし、当地のイ
ンクは粘度がやや高い感触があり、さらに
乾燥後のアクリル質のエマルジョンにおけ
る光沢が抑えられている印象を受けた。こ
の特性は、個人的には、表現として非常に
好ましい要素であり、特にマットな質感を

求める作品制作において有用と感じた。

　シルクスクリーンの制作環境については、
この後改版工程を含めた全体のプロセスに
おいて、日本の一般的な方法と大きな相違
は見受けられなかった。機器の整備状況お
よび制作動線の確保は、プロフェッショナ
ルの視点から十分に設計されており、効率
的な作業環境が構築されていると評価でき
る。ただ、本制作時は他のアーティストが
作業を行っていない状況で作業を進めるこ
とができたため、複数人が同時に作業を行っ
た場合には、一定の作業スペースの制約が
生じる可能性があることが考えられる広さ
である。なお、今回の制作ではプリント作
業に費やされた時間が約1日であったことか
ら、詳細な環境評価や長期的な使用状況の
検討には至らず、あくまで環境調査レベル
で終えたことを付記しておく。

04_02インタリオ

　施設全体の約50％が、その機能に割り
当てられている。インタリオプレス機が3
台、日本では凹版プレス機、エッチングプ
レス機、版画プレス機などの名称で呼ばれ
る。プレスベットサイズ73x150cmが手動。
80x150cmと90x170cmがそれぞれ電動のタ
イプが設置されている。
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　また、施設内には小型高圧プレス機が設
置されていたが、その具体的な使用方法に
ついては、今回の調査で確認することがで
きなかった。そのほかにも小型のプレス機
は存在していたが、用紙の圧着等に使用さ
れるものと推察された。

　プリントに関しては上記のインタリオプ
レス機が3台である。この環境において、
本学グラフィックアートコースで取り組む
インタリオプリント技法の腐食エッチング
で検証を行うこととした。版材は日本から
１ミリ厚銅版を3枚、事前に磨きを掛けた
ものを用意した。自作では、防蝕剤にソフ
トグランド主に使用していることから、

「シャルボネール・固形ソフトグランド」
を持参しておいた。

　KKVにおけるレクチャーを通じて、本
学を含む多くの教育機関で現在も使用され
ている有機溶剤が、KKVでは基本的に使
用されていないことが判明した。ただし、
これは古典的な技法に必要な材料を完全に
禁止しているわけではない。
　使用にあたっては、十分な換気設備の利
用およびマスクの着用を義務付けるなど、
安全性を確保するための対策を徹底して講
じることが求められて、材料は厳重に切り
分けて保管されている。この方針は、利用
者が危険性を十分に理解し、安全を考慮し
た高い危機意識を見ることができた。

　腐食工程においては、一般的に使用され
るエジンバラエッチ液が用いられていた。
その調整に関する情報は作業場に掲示され
た張り紙から確認することができたが、記
載された濃度は、本学グラフィックアート
コースで現在使用しているものと同一であ
ると推察された。
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　グランド以外の防蝕剤には、床コーティ
ング材とアクリル系の塗料を使用してい
る。ソフトグランドに変わる防蝕剤は見当
たらなかったため、防蝕剤強化にアクリル
系の塗料を使用してその効果を確認するこ
ととした。

　腐食工程においては、重曹を用いた中和
および洗浄作業が実施され、大きな問題は
見られなかった。しかし、日本で一般的に
行われる酸化防止のための醤油の使用は、
現地においてはコストの観点から難しいと
考えられる。また、アクリル系塗料による
防蝕材の除去作業は非常に困難であった。
KKVのレクチャーでは、重曹溶液に一晩漬
けることで除去可能と説明されたが、実際
には容易に落とすことができなかった。こ
のことから、防蝕材の除去には別の溶剤の
使用が想定されていた可能性が示唆される。
　プリント工程に関して、日本では依然と
して油性インクが主流である一方、ス
ウェーデンを含む北欧地域では水溶性イン
クが主に使用されている。なお、本学グラ
フィックアートコースでは、シルクスク
リーン技法において2011年より全面的に水
溶性インクへ移行し、制作を行っている。
しかしながら、インタリオやリトグラフ技
法においては、従来通り油性インクを使用
している。この理由にはいくつかの要因が
存在する。
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　まず、水溶性インクやその関連資材の入
手が難しく、またそれらが高価であるとい
う経済的な理由が挙げられる。さらに、水
溶性インクの導入による制作工程の変化
が、従来技法の技術的継承や表現の質に対
して違和感を伴うことも、一部で課題とし
て認識されている。これらの理由により、
日本では、油性インクを用いた従来技法が
引き続き採用されている状況が根強く残っ
ている。

　本調査では、水溶性インクを用いたプ
リントに挑戦した。使用したインクは

「Aqua」、日本でも早くから認知されてい
るインタリオ用水性インクである。日本で
主に使用されているプロフェッショナル
な油性インクのスタンダードは「シャル
ボネール」であり、このインクと「Aqua」
は粘度や色調の点で顕著な違いが見られ
た。油性インクでは、寒冷紗やガーゼを用
いた拭き取り工程を経て、紙を使ってイン
クを拭き取るのが一般的であるが、「Aqua」
の場合、インクが非常に低粘度であったた
め、寒冷紗での拭き取りによってほとんど
のインクが取れてしまう結果となった。
　こういった点からも、今までのテクニッ
クが通用しないような場面が、技法の変化
に対する抵抗感を強く感じる要因というこ
とを肌で感じとることとなった。しかしな
がら、これが極端に難しいというわけでは
ない。インクの色味については、個々の好
みによって大きく異なる。色の深みや艶に

関しては、シャルボネールのインクに比べ
ると劣るものの、それまでの価値観と異な
る表現方法として捉えれば、インクの質自
体が劣ると評価するほどではなかった。　　

　印刷用紙としてハーネミューレを使用
し、KKVからのレクチャーに従い、本来
プレスに際しては、水に浸し紙を柔らかい
状態でプレスするが、ほとんど濡らさない
状態での作業が推奨された。そのため、紙
の表面のみを水に浸し、布で挟んで水気を
取り除いた後、プレス機で刷り上げた。
乾燥方法に関しては、日本では通常、板
に水張りテープを使用し乾燥を待つが、
KKVでは紙の水気を取るボードに挟んで
圧力をかけて乾燥をさせていた。時間の都
合上、1日程度の乾燥時間を確保し、概ね
乾いた状態で作業を終えた。
　インタリオ技法、ここでは銅版エッチン
グ技法を指すが、これには一定の技法知識
と技術的な経験が求められる。技術の応
用によって制作は問題なく進行可能であ
り、作業環境も充分に整備されていた。し
かし、個人的には語学力の不足により、専
門的な用語の解釈に難しさを感じる場面が
多々あった。特に腐食技法においては、使
用される材料が多岐にわたるため、日本で
はまだ広く使われていない水溶性インクや
有機溶剤を使用しない作業材料が含まれて
おり、その環境面で深く理解できなかった
ことが課題となった。
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04_03オフセット・活版・リトグラフ

　施設には、リトグラフプレス機は設置さ
れていなかったが、オフセット平版印刷機
が1台 配 備 さ れ て お り、 サ イ ズ は60×
80cm、電動モーターが付属していた。また、
活版印刷機としてヴァンダークック社製の

「No.4プルーフプレス」が1台設置されてお
り、印刷ベッドのサイズは約50×38cmで
あった。リトグラフに関しては、数枚の石
版が保管されていることを確認したが、今
回の調査では制作準備を行わなかったた
め、実際の活用についての詳細な検討は
行っていない。

　本調査は主にシルクスクリーン技法とイ
ンタリオ技法の制作環境を評価することを
目的としていたが、予期せぬ成果として、
このヴァンダークック活版印刷機との出会
いが挙げられる。特にこの機器は、グラ
フィックアートコースでの可能性を広げる
重要な契機となったと言える。さらに、幸
運にも施設の代表管理者であるエヴァ・ヘ
イドストロム氏によるレクチャーを受ける
機会を得たことで、活版印刷の簡易的な制
作工程について基礎的な知識を得ることが
できた。この経験は、本調査における予想
を超えた重要な成果の一つであったため、
ここに記録する。

　和文の活字には、ひらがな、カタカナ、
漢字が含まれるため、その構成上、欧文に
比べると活字書体のバリエーションは少な
い。KKVには、鋳造された欧文フォント
および木製のフォントが備えられており、
約50種類程度のフォントが確認された。し
かし、各フォントにおける活字の総数はそ
れほど多くなく、長文の本文を組版できる
規模には達していない印象であった。

　活版印刷は、活字を組み合わせて版を作
成し、インキを塗布した後に圧力を加えて
印刷を行う技術である。そして活字組版は、
活字だけでなく、行間を調整するためのイ
ンテルや余白をつくるためのスペースなど
を組み合わせる必要がある。活字は基本的
に行ごとに配置されるため、デジタル環境
のように異なるサイズや種類の文字をラン
ダムに並べることは困難であるが、その制
限ゆえに、印刷物には活字特有の表情や魅
力が生まれている。
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　近年では、コンピュータ技術の普及によ
り活字組版技術は急速に失われつつある。
デジタルフォントにはその整然とした美し
さがある一方で、活字印刷には独特の温か
みや美しさが存在する。機械的な均一性と
は異なる人間味を帯びた質感が表現され
る。また、活版印刷のプロセスは、最終的
な仕上がりに向けたデザインの意識を高め
るという点でも大きな魅力を持つ。このよ
うに、活版印刷は単なる印刷技術にとどま
らず、独自の文化的および美的価値を有し
ていると考えられる。

　KKVにおける活版印刷の組版作業は、
自由度を高めるため、マグネットを使用し
て活字を固定する方法が採用されている。
この方法により、文字の大きさや行の配置
を自由に調整することが可能となり、複雑
なレイアウトが実現できる。

　実際の作業では、複数の書体を組み合わ
せた配置を行い、テストプリントを実施し
た。文字サイズの違いによって生じる余白
や空間は、適切なスペース材を用いて埋め
合わせることで調整が行われた。また、イ
ラストプレートを間に挿入することで、文
字と図版が調和した組版で完成させた。こ
のようなマグネット固定による組版手法
は、レイアウトの自由度を向上させるだけ
でなく、デザインの多様性を高める点でも
非常に有効であると考えられる。
印刷インクは、平版用インクを使用した。　

　インクの粘度は特段の調整を行わず、
ローラーを用いて活版の凸部分に均等に塗
布した。この際、一般的な凸版印刷で使用
される程度の粘度で問題なかった。しかし、
初期段階では刷りムラが発生する。その主
因はインクの性状よりも、活字の高さの不
均一性に起因するものであった。
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　プリント用紙をロールシリンダーに巻き
付けてプリントする仕組みが用いられてお
り、この構造上、紙厚も当然影響する。具
体的には、複数枚の紙を重ねてセットする
ことで、活字の高さのばらつきを抑えて、
軽減できる部分もあるが、それでもなお鮮
明な印字が得られない部分が残る場合には、
テーブルと活字の間に紙を挟み込み、活字
の高さを微調整することが必要である。こ
うして全体的ムラなく印刷が可能になるま
で調節する。圧力を高く加えることで活版
印刷の魅力、特有の質感が強調される。

　具体的には、文字のエッジにわずかにイ
ンクが盛り上がる現象が生じ、これにより
文字の輪郭が強調される。また、印刷面に
微細な凹凸が形成されることで、デジタ
ルプリントやオフセット印刷とは異なる独
自のニュアンスが生まれる。アーティスト
ブック制作における活版印刷の利点は、物
理的な質感、素材選びの自由度にある。厚
手の紙やテクスチャがある紙にも対応可
能。そのため、紙質自体が作品の一部とな

るアーティストブックでは、素材選びの自
由度が広がり、より創造的な表現が可能と
なり、オフセット印刷やデジタル印刷では
再現が難しい手触りや視覚的な深みを与え
る要素として優れている。

04_04デジタルプリント

　KKVのデジタル設備としては、Apple 
iMacが2台設置され、Adobeのグラフィッ
クアプリケーションがインストールされて
いた。ただし、調査時には個人所有のラッ
プトップPCを持ち込んで作業を行ったた
め、詳細な検証は行っていない。工房内で
はWi-Fiによるインターネット接続が可能
であり、デジタル環境としての利便性は十
分に整備されていた。
　プリンター設備は、カラーインクジェッ
トプリンタとカラーレーザープリンタがそ
れぞれ1台ずつ設置されていた。具体的に
は、Epson Surecolor T3200 と Olivetti 
D-Color MF 304が稼働しており、いずれ
もヨーロッパ仕様の機種と推測される。特
にOlivettiはイタリアのメーカーで、日本
ではあまり馴染みのないブランドである
が、ドライバーをインストールすることで
問題なく使用することができた。

　作業においては、準備した版下データを
OlivettiプリンターでOHPフィルムに印刷
したが、トナーの定着が不十分で、不要な
汚れも目立つ結果となった。一部修正を試
みたものの、時間の制約から修正を断念し、
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そのまま製版を行った。しかし、結果とし
て製版には大きな影響を及ぼさなかった。
一方、Epsonプリンターについては、日本
国内の仕様と類似しているため、テストは
見送ったが、現地のアーティストが同プリ
ンターを用いてOHPフィルムにプリント
を行う様子を観察した。この場合、トナー
の汚れは見受けられなかった。
　OHPフィルムの品質や使用状況につい
ては、今後の課題としてさらに検討する必
要がある。特にOHPフィルムでのレーザー
プリントでは、今までの経験から精度の高
い版下には向かないと判断していたが、製
版に与える影響をより詳細に検討する余地
があった。

04_05ツール・製本・その他

　KKVでは、エングレービングに使用す
るビュランや、木版およびリノカットで使
用する各種彫刻刀が数多く備えられてい
た。これらの道具に関して、その詳細な仕
様や専用性については調査が及ばなかった
ものの、用途別に整理されている印象を受
けた。また、製本工程で用いる裁断機や箔
押し機なども完備されており、制作環境
として十分な設備が整っている。これらの
ツール類や設備の一部については、写真資
料を掲載し、今後の利用時に検討を深めた
い。

　　
　雑多に箱の中にビュランが入っていた。
主に銅版画や木口木版画の技法で用いられ
る。刃先が四角形の断面を持つスクエア
ビュラン、断面が菱形の菱形ビュランが多
く、日本で見る３連ビュランなどは見当た
らなかった。持ち手の形状も日本の物と殆
ど変わらない。一方で木版やリノカットで
使用すると思われる彫刻刀は、刃先も持ち
手も日本の彫刻刀とは異なっていた。持ち
手は、基本的に長いものではなく、手のひ
らに収まるようなサイズ感のものが多く見
受けられた。恐らくビュランは日本に輸入
されたままで、形状の進化が見受けらな
かった。
　また、その他のツールを以下写真で掲載
しておく。

エングレービングツール

木版・リノカット彫刻刀
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裁断機

ゴムスタンプ

目打穴開機

スプレーアクアチント

木版・リノカット彫刻刀

木版・リノカット彫刻刀

エッチングツール

リトグラフインクとローラー 



GA アーティスト・イン・レジデンス活動開拓調査／ KKV Grafik Malmö

－37－

０５制作追補・アーティストとの交流

05_01ヴェラ・オールソン

　KKVに所属するアーティスト、ヴェラ・
オールソン氏は、ポリマープレートを用い
た写真インタリオ技法を取り入れたワーク
ショップ形式の制作プロセスを紹介した。
このワークショップで使用された3Dプリ
ンターによる小型プレス機は、そのコンパ
クトな形状にもかかわらず、高い精度を持
つことが確認され、予想以上の性能に驚き
を覚えた。このプレス機の設計データは
オープンソースとして提供されており、
Webサイトからダウンロード可能である
とされる。

　ヴェラ氏は過去に名古屋でアーティス
ト・イン・レジデンスの経験があることも
影響してか、私にインタリオ印刷や腐食製
版に関する詳細な知識を惜しみなく共有し
てくれた。

　その中でも特に、水性インクの使用につ
いての解説は、新たな知見として極めて有
益であった。このような技術的な交流は、
制作技法の拡張や新たな表現の可能性を探
る上で、極めて重要な意義を持つと言える。

05_02ジャネット・リンドステット

　KKVに所属するアーティスト、ジャネッ
ト・リンドステット氏は、ヴェラ氏ととも
に名古屋でアーティスト・イン・レジデン
スに参加した経験を持つアーティストであ
る。今回のKKV訪問計画は、元名古屋芸
術大学教授の西村正幸氏の紹介によって進
められた。当初、KKVへの直接的なコン
タクトを試みたものの連絡が取れない状況
が続いていたが、ジャネット氏を通じて訪
問の機会を得ることができた。彼女の尽力
により、KKVの施設調査および滞在制作
の提案が実現し、本調査を行うための具体
的な基盤が構築された。
　滞在期間中には、彼女の提供した宿泊先
や綿密なアテンドの支援が調査活動を円滑
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に進める上で大いに寄与した。ジャネット
氏の協力なくしては、本調査がここまで成
功裏に完遂されることは困難であったとい
える。これらの成果を、本調査の重要な要
素として記録に残したい。

05_03エバ・ベルク

　エバ・ベルク氏は、KKVに所属するアー
ティストであり、同時にマルメ大学の教授
を務める人物である。また、今回の宿泊先
のオーナーでもあり、自宅兼アトリエの一
室を滞在先として提供してくれた。彼女と
の交流を通じて、マルメにおける社会的お
よび文化的状況についての知見を得るだけ
でなく、移民問題やマルメの若者文化につ
いても具体的な事例を交えた話を聞く機会
を得ることができた。例えば、移民問題に
関しては、移民コミュニティの急増が引き
起こす住宅供給の逼迫や、文化的背景の異
なる住民間での社会的融合の課題、スト
リートアートや音楽シーンといったサブカ
ルチャーが、移民の若者たちにとって自己
表現の場となり、社会的疎外感を軽減する
重要な役割を果たしているとの情報も知る
こととなった。

　エバ氏のフランクな人柄には大いに助け
られ、一般住宅での滞在を通じて、地域の
日常生活に直接触れる貴重な機会を得るこ
とができた。この滞在環境は、調査内容を
深化させると同時に、多角的な視点からの
体験を可能にし、マルメの多様性に根差し

た文化を直感的に理解する上で極めて有意
義であった。このような特別な経験を提供
してくださった関係者に、心より感謝の意
を表したい。

05_04片山 浩

　片山浩氏は、名古屋芸術大学准教授で専
門はリトグラフである。2019年にマルメで
レジデンスを経験されており、今回の調査
においても重要な役割を果たしてくれた。
彼は、ベニスでのワークショップを担当す
るタイミングを活かし、マルメにて私と合
流した。KKVのヴェラ氏およびジャネッ
ト氏と深い親交を有していたことから、制
作面での交流の橋渡し役としても多大な貢
献をして貰った。さらに、KKVにおいて、
私自身が時間的制約から取り組めなかった
リトグラフに関する実験を、片山氏が実施
され、その結果として得られた情報は、調
査内容の充実に寄与するものであった。

　この調査において、彼の豊富な海外経験
と、私とKKVアーティストとの交流に共
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感を運んでいただきサポートしてくれたこ
とが、大分とマルメ間のアーティスト・イ
ン・レジデンスにおける新たな交流の機会
が創出されたことは特筆に値し、ここに、
片山氏の多大なるご支援とご尽力に対し、
深甚なる謝辞を述べたい。

０６考　　察

　本調査を通じて、マルメのアートスペー
スであるKKVにおける制作環境と技法、
地域との文化的結びつきについて多角的に
検証を行った。その中核を成した滞在制作
では、KKVの施設と設備を活用すること
で、多岐にわたる知見と技術を得ることが
できた。特に、シルクスクリーン技法にお
ける乳剤の硬化プロセスや水性インクの挙
動、日本国内で使用しているインクとの違
いに触れたことで、新たな表現の可能性を
見出せた。例えば、水性インク特有の粘度
や乾燥後の質感が作品に与える影響につい
て、従来の技法とは異なる感触を得ること
ができた。また、活版印刷においては、文
字やフォントを組む際にマグネットを用い
て固定する手法から、文字間や行間の微
妙な調整を可能にし、従来の金属製フレー
ムを使用する方法に比べて、配置の自由度
が高い点が特徴的の印刷機を見ることがで
き、よりアーティスティックな使い方を見
た。デジタル印刷は、均一で精密な配置や
一貫性のある仕上がりが得意である反面、
活版印刷のような偶然性や、手作業から生
まれる揺らぎによる表現は得られにくい。
活版印刷のインクの盛り上がりや紙への押
し込みによって生まれる特有の質感は印刷
における表現の幅広さを改めて実感した。
さらに、インタリオ技法における製版や印
刷プロセスについても実践的な理解が深
まった。特に、インタリオの基本的な製版
方法においては、金属版や銅版を使用した

伝統的な手法に触れ、その版面をどのよう
に操作するかが印刷結果に与える影響を実
践した。特に、ノントキシックな手法で使
用する水性インクやエコロジカルな材料を
活用することで、従来のインタリオ技法が
環境に配慮した方法で実践可能であること
を体感することとなり、これにより、健康
面や環境への負荷を減らしつつ、アート制
作における創造的な表現が広がる可能性を
感じた。ポリマープレートを使用した技法
も一般的であった。伝統的な金属版による
製版と同様に、インクを均一に適用し、版
の凹凸をどのように操作するかが印刷にお
けるクオリティに直結することを再認識し
た。ポリマープレートは、デジタル画像を
簡単に取り込むことができるため、精密な
映像表現が可能となる。また、ノントキシッ
クなインクを使用することができ、環境に
も配慮した方法で印刷が行える点が特に優
れている。さらに、ポリマープレートでも
インクの重厚感が得られるため、従来のイ
ンタリオ技法と同じように、深みのある印
刷結果を得ることが考えられる。
　このマルメでの制作環境において、施設
の設備は十分に整備され、アーティストが
自由かつ創造的に制作を行える環境が確保
されていることが明らかとなった。その特
徴として、日本と異なる点がいくつかある
が、特に注目すべきは、テクニックと表現
手法の密接な関係にある。日本では、印刷
技術から生まれるイメージが、オーソドッ
クスな版画表現として確立されている。し
かし、このマルメの環境では、印刷技術そ
のものがイメージを定着させる手法として
位置付けられており、単なる複製手段を超
えた表現として捉えられている。このアプ
ローチは、版画を選択する理由と印刷手法
の役割に対する認識の違いに現れている。
具体的には、日本では版画が一種の独立し
た表現形式として、技術的な制約や物理的
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な特徴（例えば、インクの盛り上がり、版
の凹凸など）を活かしながら、アーティス
ティックな表現が追求される。一方、マル
メでは印刷技術自体が表現手段の一部とし
て、作品に必要なニュアンスやエフェクト
を付加するために使用されている。このよ
うに、版画が表現のために選ばれる場合、
そこには「複製化」や「技術的特性」に焦
点が当てられ、表現の多様性や異なる技法
の組み合わせが可能であるという点が強調
されている。
　日本における版画は、版種（木版、銅
版、リトグラフなど）ごとに独自の表現ポ
リシーを持ち、それが文化的・歴史的な背
景として強く影響している。しかし、この
マルメの環境では、版画に対するそうした

「形式的」なポリシーや感覚が希薄であり、
印刷という技法そのものが、自由な表現を
引き出すための道具として用いられてい
る。この違いは、表現の純粋さという点で
は共通しているものの、選ばれた技法に対
するアプローチやその意識に大きな隔たり
があることを示している。また、この観点
は、アーティストブック制作において非常
に有効に活用できるポテンシャルを有して
いる。特に、印刷技法が単なる再現手段と
してではなく、表現の一部として積極的に
活用されることで、作品に新たな深みと多
様性を与えることが可能となる。版画的な
印刷技術を使用することにより、偶然的な
質感や物理的なインパクトが加わり、デジ
タルメディアや他の再現技術では得られな
い独自の表現が生まれる。また、印刷技法
そのものが一つのストーリーやテーマを語
る手段ともなり、制作過程における技術的
な選択が最終的なビジュアルやコンセプト
に深い影響を与えることになる。そこには、
本の文化がただテキストを綴るだけのもの
ではなく、思いや尊さをつなぐメディアと
しての価値を強く感じることができる。そ

れは単なる情報の集積ではなく、アートを
紡ぐ手段としての意義を持ち、見る者に深
い感動を与えるものだ。制作過程における
慎重な技術選択や、思いを込めた表現が本
というメディアに込められ、作品として具
現化されていく姿勢に深い印象を与えてい
る。このような視点を通じて、アーティス
トブックにおける表現がより豊かに伝わ
り、鑑賞者に新たな発見や感情的な響きを
与える可能性が広がっていると実感するこ
とになった。
　さらに、製本に関する工夫も非常に深い
ものがあった。アーティストブックとして
の本の価値を高める重要な要素である。製
本は単なる技術的な手続きにとどまらず、
作品の表現を補完し、さらに強調する手段
となり得る。ページの配置や綴じ方、紙
質、装丁など、細部にわたる工夫が、与え
る印象や作品の持つメッセージを大きく変
える。製本における手作業のプロセスを通
じて、作品に温かみや個性が加わることが
ある。精緻に選ばれた紙や手作りの装丁、
または表紙の素材といった選択が、視覚
的、触覚的な体験を深め、作品に一層の重
みを与える。さらに、ページ間の空間やレ
イアウトの工夫によって、読者に流れるよ
うな視覚的リズムを作り出し、物語やテー
マの進行に合わせた感情的な影響を与える
ことができる。このように、製本は本その
ものの物理的な存在としての意味を持ち、
アーティストブックの表現を支える大切な
側面である。本の文化が、ただテキストを
伝えるだけでなく、作品としての価値を持
つメディアであることを再確認させられる
瞬間であり、製本そのものが一つのアート
フォームとして成立していると感じる。今
回の滞在制作では、期間の都合上、アーティ
ストブックに取り組むことは出来なかった
が、次の機会にその取り組みを実施したい。
　今回の滞在制作の過程で、KKVのアー
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ティストや施設管理者との関係性を築くこ
とができた。この交流は、今後の制作活動
や研究における国際的な協力の可能性を広
げるものである。アートスペースが地域社
会と深く結びつき、そこで築かれた文化的
ネットワークがどのようにアーティストの
創作活動に影響を与えるかを実感した。マ
ルメのアートコミュニティは、多様な背景
を持つアーティストが集まり、地域の文化
や歴史に根ざした活動を展開している。こ
のような環境の中で、アーティストとして
の自己表現を深めるとともに、地域との対
話を通じて新たなインスピレーションを得
ることができる地域性を持っていた。さら
に、片山浩氏やエヴァ・ヘイドストロム氏
の協力を得て、現地のアーティスト・イン・
レジデンス事業の現状や運営方法に関する
知見も深まった。これらのネットワークは、
大分との文化交流を含む新たなプロジェク
トの可能性を見出す基盤となる。大分は、
自然豊かな環境と歴史的な背景を持ち、近
年ではアートや文化活動が盛んに行われる
地域として注目を集めている。特に、大分
の地域社会とのネットワーク構築は、地
域の文化資源を活用し、地域住民やアート
関係者との対話を深めることによって、地
域特有の文化をアートの中で表現する新た
な可能性を開く鍵となるだろう。また、大
分のアート教育機関や団体との連携を通じ
て、アーティスト同士の情報交換や共同制
作を行い、地域全体としての文化的成長を
促すことができると期待している。エヴァ・
ヘイドストロム氏とは前向きな交流計画を
進める約束を得るところに至った。総じて、
本調査により得られた知見は、アートブッ
ク制作や教育的観点からも非常に有益であ
り、日本国内での応用の可能性を検討する
上で貴重な資料となった。2025年1月には、
アーティスト・クリエイターによる別府の
魅力発信活動事業の助成金を得て、KKV

のアーティストの招聘を行い、別府市内に
制作の拠点を設置。大分県立芸術文化短期
大学内のグラフィックアートコースの印
刷室機能を活かし、「別府の魅力発信」を
テーマとしたアーティストブックの作成を
行った。国外アーティストにヤスミナ・カ
ルリ・マルムステン、国内アーティストに
中桐聡美、併せて在住アーティストに於保
政昭、加藤恵、野村菜美と交えて、作品展
示とアーティストトークを実施した。これ
は、着実な交流機会を実現させることで同
時に、アーティスト・イン・レジデンス事
業や異文化交流の促進に向けた具体的な指
針を提供するものであると結論づけること
ができる。今後は、これらの成果をもとに
さらなる実践と研究を重ね、継続すること
を前提として、国際的な交流の新たな形を
模索していきたいと考えている。
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